
 1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

概況調査結果概要 
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1 調査内容 

 (1)文献及びヒアリング調査 

漂流・漂着ゴミに関する特性を、「ゴミに関する特性」と「漂着場の特性」の 2つに大
別し、それぞれに関係する要素について調査するため、既存データ及び情報の収集・整理、

関係部局及び関係組織へのヒアリングを行っている。調査項目を表 1に示す。 
 
 (2)航空機調査 

ゴミの漂着状況を確認するため、対馬の全域を対象として航空機より写真撮影を行った。

撮影高度は約 350mで、20～30cmのゴミの識別が可能である。撮影した写真を用いてゴミ
の量を「多い」、「少ない」、「ほとんどない」の 3段階で評価し、地図上に表現する。 
 

2 調査対象地域 
・対馬全域 

 

3 調査結果概要 

3.1 文献及びヒアリング調査 

3.1.1 ゴミに関する特性 

 (1)過去の漂着ゴミの実態調査 

調査対象地域において、過去 5年程度の期間中における漂流・漂着ゴミに係る清掃活動
（クリーンアップ活動）もしくは調査事例について収集・整理した結果を表 2に示す。4
件の事例が確認できた。 

 
 (2)漂着ゴミの回収処分体制の状況 

調査対象地域を含む県内において漂流・漂着ゴミに係る回収処分を行う事業等の事例に

ついて、現在、収集・整理した情報を表 3に示す。 
 
 

3.1.2 漂着場の特性 
漂流・漂着ゴミが流れ着く海岸線に固有な特性として、「漂着のメカニズムに関する条

件」、「海岸の価値」及び「社会条件」の３つの視点から地域の特性について、収集・整理

した情報を表 4に示す。 
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表 1 漂流・漂着ゴミに関する要素と必要な情報 

大項目 中項目 小項目 細目 必要な情報

実態調査 調査主体、組織 連携体制

地元住民、漁業者との協力関係

各種手配 必要資材の品目、調達方法、費用

調査方法 コドラート法、写真撮影

調査結果 ゴミの総量及び種類別量 重量、容量、重量／面積（距離）等

発生源 国内、国外

処分・処理方法 リサイクル リサイクルの有無と方法

現地処理 埋設、焼却、減容処理、その他

現地外処理 輸送方法（車両、船舶）

処分方法（焼却、埋設、その他）

その他 実施時における環境配慮 植生、昆虫などに対する保全対策

処分事業計画 処分事業計画の有無

連携体制

地元住民との協力関係

各種手配 必要資材の品目、調達方法、費用

回収方法 人力、機械など

処分・処理方法 リサイクルの実施と方法

現地処理（埋設､焼却､減容処理など）

現地外処理（受入可能施設）

・輸送方法（車両、船舶）

・処分方法（焼却、埋設など）

その他 活動時における環境配慮 植生、昆虫などに対する保全対策

流況 海流、潮汐流、沿岸流、海浜流

潮位差 潮位

波浪 波高、波向

風況 風速、風向

地形 自然海岸 砂浜、干潟、岩礁

人工海岸 直立護岸、防災構造物、人工海浜

海岸線の形状 海岸の勾配

入り組み度、湾の向き

河川 河口 河口の位置

河口からの距離

河川流量

海岸の価値 自然的価値 貴重な生物 ｳﾐｶﾞﾒの産卵場、貴重種、植生など

貴重な地形、地質 鳴き砂、星の砂など

国立公園等 国立公園等の有無

歴史・文化的価値 景観 景勝地

歴史・文化的遺産 神社など

アメニティ 自然とのふれあい、親水性 レジャー、散策など

文化、伝統 祭りなど

観光資源 観光資源の有無

レクリェーション 海水浴、潮干狩り、釣り、

マリンスポーツなど

社会条件 海岸利用 港湾区域 港湾の位置

漁港 漁港の位置

防災(津波、高潮)施設 防災施設の位置

河川利用 流域人口 流域人口

流域市町村のゴミ処理量

管理 海岸管理者、河川管理者

航空写真 調査範囲のゴミの漂着状況との比較

漂着のメカ
ニズムに関
する条件

漂着状況
の確認

海岸管理者、市町村、NGO等、ﾎﾞﾗﾝﾃｨ
ｱ、河川管理者、漁業者などの役割

ゴミに関
する特性

漂着場の
特性

主催者、参加者、市町村、NGO、ボラン
ティアの役割

漂着ゴミの
回収・処分
体制

清掃、回収、運
搬、処分等に関す
る活動

航空機調査
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表 2(1) 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 
⑤－１ 長崎県対馬市上県町 

越高海岸 
 

【清掃活動実施日】 
平成 16年～18年 
 

【実施場所及び範囲】 
長崎県 
 

【活動の名称】 
県下一斉浜そうじ 

【主催者及び後援者】 
長崎県海と渚環境美化推進委員会 
 

【参加団体及び人数】 
不明 
 

【回収されたゴミの量】 
H16年度 約 1,386ｔ（対馬 289ｔ 21％） 
H17年度 約 1,496ｔ（対馬 714ｔ 48％） 
H18年度 約 1,117ｔ（対馬 374ｔ 33％） 

 
漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量： 
回収ゴミ総重量： 
回収作業の範囲： 
回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類； 
 2.ゴ ム 類； 
 3.発 砲 ｽﾁﾚﾝ類； 
 4.紙 類； 
 5.布 類； 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類 ； 
 7.金 属 類； 
 8.その他の人工物； 
 9.その他（自然物）； 
発生源の内訳： 
1.国  内； 
2.国  外； 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 
現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市町村の関与； 
 2.民間団体の関与； 
 3.民間企業の関与； 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与； 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁業者の関与； 
 8.そ の 他； 
回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担； 
 2.作業主体； 
 3.募集方法； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
 

環境配慮事項： 
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表 2(2) 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

⑤－１ 長崎県対馬市上県町 
越高海岸 

 

【清掃活動の概要】 

情報出典：「漂流・漂着ゴミ対策に関する関係省庁会議とりまとめ」（平成 19年３月） 
     「長崎県の漂流・漂着ごみ対策について」（平成 19年８月、長崎県資料） 

 



 6

表 2(3) 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 
⑤－１ 長崎県対馬市上県町 

越高海岸 
 

【清掃活動実施日】 
平成 18年５月 20日 
 

【実施場所及び範囲】 
長崎県対馬市廻海岸 

【活動の名称】 
漂着ゴミ調査（平成 18年度） 

【主催者及び後援者】 
海上保安庁第七管区海上保安本部 
比田勝保安署 

【参加団体及び人数】 
釜山外国語大学校及びボランティア(240) 
 

【回収されたゴミの量】 
回収量：10,000kg 

 
漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量： 
回収ゴミ総重量：10,000kg 
回収作業の範囲： 
回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類； 49.7% 
 2.ゴ ム 類； 0.3% 
 3.発 砲 ｽﾁﾚﾝ類； 24.7% 
 4.紙 類； 5.7% 
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類 ； 3.7% 
 7.金 属 類； 2.6% 
 8.その他の人工物；12.7% 
 9.その他（自然物）；木；0.5% 
発生源の内訳： 
1.国  内； 
2.国  外； 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 
現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市町村の関与； 
 2.民間団体の関与； 
 3.民間企業の関与； 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与； 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁業者の関与； 
 8.そ の 他； 
回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担； 
 2.作業主体； 
 3.募集方法； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
 

環境配慮事項： 
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表 2(4) 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 
⑤－１ 長崎県対馬市上県町 

越高海岸 
 

【清掃活動の概要】 
 
 
 

 

情報出典：「第七管区海上保安本部ホームページ 海洋環境保全コーナー 平成 18年度版海洋
環境レポート」 http://www.haiho.mlit.go.jp/07kanku 
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表 2(5) 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 
⑤－２ 長崎県対馬市上県町 

志多留海岸 
 

【清掃活動実施日】 
平成 17年６月 25日、６月 26日 

【実施場所及び範囲】 
対馬市上県町サス浜北側海岸 
 

【活動の名称】 
クリーンアップキャンペーン 

【主催者及び後援者】 
ＪＥＡＮ/クリーンアップ全国事務局 
（後援：環境省・水産庁・海上保安庁・国土交
通省） 

【参加団体及び人数】 
釜山外国語大学校(100,101) 

【回収されたゴミの量】 
不明 

 
漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量： 
回収ゴミ総重量： 
回収作業の範囲： 
回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類； 
 2.ゴ ム 類； 
 3.発 砲 ｽﾁﾚﾝ類； 
 4.紙 類； 
 5.布 類； 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類 ； 
 7.金 属 類； 
 8.その他の人工物； 
 9.その他（自然物）； 
発生源の内訳： 
1.国  内； 
2.国  外； 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 
現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市町村の関与； 
 2.民間団体の関与； 
 3.民間企業の関与； 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与； 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁業者の関与； 
 8.そ の 他； 
回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担； 
 2.作業主体； 
 3.募集方法； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
 

環境配慮事項： 
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表 2(6) 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 
⑤－２ 長崎県対馬市上県町 

志多留海岸 
 

【清掃活動の概要】 

情報出典：「クリーンアップキャンペーンＲＥＰＯＲＴ」（ＪＥＡＮ/クリーンアップ全国事務局） 
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表 2(7) 海岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 
⑤－２ 長崎県対馬市上県町 

志多留海岸 
 

【清掃活動実施日】 
平成 19年５月 26日 

【実施場所及び範囲】 
対馬市上県町井口浜海岸 
 

【活動の名称】 
漂着ゴミ調査（平成 19年度） 

【主催者及び後援者】 
海上保安庁第七管区海上保安本部 

【参加団体及び人数】 
釜山外国語大学校(100) 

【回収されたゴミの量】 
回収量：30,000kg 

 
漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量： 
回収ゴミ総重量：30,000kg 
回収作業の範囲： 
回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；51.8% 
 2.ゴ ム 類； 
 3.発 砲 ｽﾁﾚﾝ類；29.2% 
 4.紙 類；3.7% 
 5.布 類；0.4% 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類 ；4.8% 
 7.金 属 類；1.7% 
 8.その他の人工物；8.5% 
 9.その他（自然物）； 
発生源の内訳： 
1.国  内； 
2.国  外； 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 
現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市町村の関与； 
 2.民間団体の関与； 
 3.民間企業の関与； 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与； 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁業者の関与； 
 8.そ の 他； 
回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担； 
 2.作業主体； 
 3.募集方法； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
 

環境配慮事項： 
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表 2(8) 岸漂着ゴミの清掃活動に関する事例調査 

 
⑤－２ 長崎県対馬市上県町 

志多留海岸 
 

【清掃活動の概要】 
 
 
 
 
 
 

 

情報出典：「第七管区海上保安本部ホームページ 海洋環境保全コーナー 平成 19年海洋環境
保全推進月間の実施結果」 
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表 3(1) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑤ 長崎県対馬市 
 

事業・調査・計画の名称 市町が行う漂流・漂着ゴミ撤去事業経費の助成（平成 14年度～） 

行 政 主 管 官 庁 長崎県廃棄物・リサイクル対策課 

事 業 実 施 主 体 市町 

計 上 予 算 額 19,120千円（平成 19年度予算） 

内   容 
離島振興法指定地域かつ事業費４百万円以上は、その 10分の７
以内（420万を限度）、それ以外は２分の１以内（150万を限度）
に事業経費を助成している。 

 
事業に係る役割分担 回収作業に係る役割分担 

対象事業：漂流・漂着ごみの撤去、運搬、 
処分 

 

資材・機材・人材に係る役割分担 ゴミの処理・処分に係る役割分担 
  

環境配慮事項： 
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表 3(2) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑤ 長崎県対馬市 
 

【回収処理事業の概要】 

情報出典：「漂流・漂着ゴミ対策に関する関係省庁会議とりまとめ」（平成 19年３月） 
     「長崎県の漂流・漂着ごみ対策について」（平成 19年８月、長崎県資料） 
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表 3(3)  海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑤ 長崎県対馬市 
 

事業・調査・計画の名称 平成 18年度流木特別対策 

行 政 主 管 官 庁 長崎県廃棄物・リサイクル対策課 

事 業 実 施 主 体 11市３町 

計 上 予 算 額 138百万円（決算額） 

内   容 ①災害廃棄物処理事業費国庫補助金（環境省）の活用 
②市町支援（県補助金による支援） 

 
事業に係る役割分担 回収作業に係る役割分担 

対象事業：漂着流木の撤去経費及び回収・撤去
した流木の運搬・処分に要する経費
の補助 
 

 

資材・機材・人材に係る役割分担 ゴミの処理・処分に係る役割分担 
  

環境配慮事項： 
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表 3(4) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑤ 長崎県対馬市 
 

【回収処理事業の概要】 
 
（１）流木の漂流・漂着本数 本 数 ：77,909本 
（２）市町の処理事業量 事業量 ：約 11,082ｍ 3 

情報出典：「長崎県の漂流・漂着ごみ対策について」（平成 19年８月、長崎県資料） 
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表 3(5) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑤ 長崎県対馬市 
 

事業・調査・計画の名称 不法投棄物撤去事業 

行 政 主 管 官 庁 長崎県対馬市 

事 業 実 施 主 体 対馬市＋釜山外国語大学校学生、住民ボランティア 

計 上 予 算 額 H13：1,221千円 H14：3,067千円 H15：4,682千円 
H16：5,390千円 H17：9,109千円 

内   容 漂着ごみの撤去・回収 

 
事業に係る役割分担 回収作業に係る役割分担 

県の補助金を活用した事業 平成 15～17年度は釜山外国語大学学生とのボ
ランティアによる海岸清掃を行う 
参加延べ人数（ ）内は学生数 
H13：200人 H14：400人 
H15：410(160)人 H16：780(260)人 
H17：850(240)人 

資材・機材・人材に係る役割分担 ゴミの処理・処分に係る役割分担 
 処理経費 H15：（2,560千円） 

 H16：（3,560千円） 
 H17：（4,872千円） 

環境配慮事項： 
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表 3(6)  海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑤ 長崎県対馬市 
 

【回収処理事業の概要】 
 
 
 

 

情報出典：「対馬市における漂着ごみの現状と対策」（平成 19年２月、漂流・漂着物対策特別
委員会資料） 
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表 4(1) 漂着場の特性 

調査対象地域：⑤－１長崎県対馬市上県町越高海岸 経緯度：129̊ 19ʹ 26˝ E  34̊ 33ʹ 02
˝ N 

  

概況調査範囲を含む当該県情報：長崎県 モデル地域を含む当該市町情報：対馬市 

【長崎県庁】 
○所在地：長崎市江戸町 2-13 〒850-8570 
○経緯度：129̊ 52ʹ 25˝ E  32̊ 44ʹ 41˝ N 
○連絡先：095-824-1111（代表） 

【対馬市役所】 
○所在地：対馬市厳原町国分 1441番地 〒817-0022 
○経緯度：129̊ 17ʹ 15˝ E  34̊ 12ʹ 09˝ N 
○連絡先：0920-53-6111（代表） 

 

○総 面 積：4,094.76km2 ○宅地面積：19,173ha 
○人  口：1,478,632人（男 691,444 女 787,188） 
○人口密度：361.1人/km2 ○世 帯 数：553,620世帯 
○平均気温：16.9℃ ○平均湿度：71％ 
○年降水量：1,959.6mm ○平均風速：2.2m/s 
○海岸延長：4,177.26km（自然海岸 2,903.48km） 
○一級河川：1水系 ○二級河川：222水系 
○ごみ排出量：570,662t/年 

 

○総 面 積：708.66km2 ○宅地面積：572ha 
○人  口：38,481人（男 18,678 女 19,803） 
○人口密度：54.3人/km2 ○世 帯 数：14,710世帯 
○平均気温：15.5℃ ○平均湿度：71％ 
○年降水量：2,132.6mm ○平均風速：3.0m/s 
○海岸延長：883.82km（自然海岸 750.43km） 
○一級河川：－ ○二級河川：38水系 
○ごみ排出量：12,688t/年 

1月 
0.2 

4月 
0.1 

7月 
0.1 

10月 
0.1 

1月 
0.3 

4月 
0.4 

7月 
0.2 

10月 
0.2 

2.1 1.2 2.4 2.5 2.7 1.8 2.0 2.0 
流  況 

【129̊ E-32̊ N】 

平 均 流 速 （ﾉｯﾄ） 
最 大 流 速 （ﾉｯﾄ） 
平 均 流 向 （度） 

159 116 165 140 

流  況 
【129̊ E-34̊ N】 

平 均 流 速 （ﾉｯﾄ） 
最 大 流 速 （ﾉｯﾄ） 
平 均 流 向 （度） 

23 52 52 44 
1月 

278.2 
4月 

285.3 
7月 

305.3 
10月 
307.8 

1月 
180.3 

4月 
185.1 

7月 
207.0 

10月 
209.2 

425 423 431 456 273 274 282 311 

潮位差 
【長 崎】 
TP.-272cm 

月 平 均 潮 位 （cm） 
月 最 高 潮 位 （cm） 
月 最 低 潮 位 （cm） 

87 113 132 130 

潮位差 
【対 馬】 

TP.-192.1cm 

月 平 均 潮 位 （cm） 
月 最 高 潮 位 （cm） 
月 最 低 潮 位 （cm） 

80 86 124 114 
1月 

 
4月 

 
7月 

 
10月 

 
1月 

 
4月 

 
7月 

 
10月 

 
        

波  浪 
【 － 】 

最大有義波高 （ｍ） 
平均有義波高 （ｍ） 
最 高 波 高 （ｍ） 

    

波  浪 
【 － 】 

最大有義波高 （ｍ） 
平均有義波高 （ｍ） 
最 高 波 高 （ｍ） 

    
1月 
2.3 

4月 
2.4 

7月 
2.4 

10月 
1.9 

1月 
3.3 

4月 
3.2 

7月 
3.3 

10月 
2.8 

N N SW NE NNW NNW NNW NNW 
風  況 
【長崎海洋】 

平 均 風 速 （m/s） 
最 多 風 向 （－） 
最大風速風向 （m/s･-） 

21.1･SSE 26.9･SE 30.7･SW 22.5･NNE 

風  況 
【厳 原】 

平 均 風 速 （m/s） 
最 多 風 向 （－） 
最大風速風向 （m/s･-） 

18.5･NW 33.2･SSW 22.9･SE 21.0･N 

海岸地形 
【長崎県】 

自 然 海 岸 （km） 
半 自 然 海 岸 （km） 
人 工 海 岸 （km） 

 2,903.48（泥浜127.64 砂質 164.68 岩石889.06 他 1,722.10） 
 573.08（泥浜103.92 砂質 157.67 岩石152.34 他 159.75） 
 698.32（埋立432.57 干拓 14.66 他 251.09） 

海岸地形 
【上県町】 

自 然 海 岸 （km） 
半 自 然 海 岸 （km） 
人 工 海 岸 （km） 

60.36（泥浜 1.55 砂質 2.15 岩石 51.92 他 4.74） 
 0.96（泥浜 0.00 砂質 0.61 岩石 0.35 他 0.00） 
 6.99（埋立 3.95 干拓 0.00 他 3.04） 

漂
着
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
条
件 

代表河川 
【本明川】 

幹川流路延長 （km） 
流 域 面 積 （km2） 
流   量 （m3/s） 

21.0 
87.0 
豊水 1.70 平水 1.03 低水 0.74 

漂
着
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
条
件 

代表河川 
【仁田川】 

幹川流路延長 （km） 
流 域 面 積 （km2） 
流   量 （m3/s） 

10.3 
79.89 
 

自然的価値 
藻場干潟等分布 
貴重な生物分布 
自然公園等分布 

情報図１－１ 
 〃 １－２ 
 〃 １－３ 

海岸利用 
護岸・構造物・海浜 
港湾・漁港 
産業施設等 

情報図３－１ 

歴史・文化的価値 
史跡・名勝・天然記念物 
自然景観資源 
指定文化財 

情報図２－１ 河川利用 一級河川・二級河川 
流域人口 情報図３－２ 

海
岸
の
価
値 

アメニティ 
自然との触れ合い活動 
観光資源・行事 
海岸ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

情報図２－２ 

社
会
条
件 

地域管理 
港湾区域 
漁港区域 
海岸保全区域 

情報図３－３ 

○特記事項： 
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表 4(2) 漂着場の特性 

調査対象地域：⑤－１長崎県対馬市上県町越高海岸 経緯度：129̊ 19ʹ 26˝ E  34̊ 33
ʹ 02˝ N 

  

海岸の価値 社会条件 

  

自
然
的
価
値 

壱岐対馬国定公園 
国指定天然記念物：御嶽鳥類繁殖地 

海
岸
利
用 

越高漁港（越高）（第一種） 
越高漁港（御園）（第一種） 
仁田港（地方港湾） 

町指定史跡：越高遺跡 
遺物包含地：越高浜遺跡 

歴
史
・
文
化
的
価
値 

志多留風景 

河
川
利
用 

 

  

 
 
 
 
 
 

 

ア
メ
ニ
テ
ィ 

湊浜海水浴場 
井口浜海水浴場 

地
域
管
理 

漁港海岸保全区域：越高漁港 
対馬クリーンセンター： 
処理能力； 焼却 28t/日 
 資源化 21t/日 
 最終処分場 2017年度埋立終了 
対馬市一般廃棄物最終処分場： 
処理能力；2010年度埋立終了 
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表 4(3) 漂着場の特性 

調査対象地域：⑤－２長崎県対馬市上県町志多留海岸 経緯度：129̊ 18ʹ 20˝ E  34̊ 34ʹ 05
˝ N 

  

概況調査範囲を含む当該県情報：長崎県 モデル地域を含む当該市町情報：対馬市 

【長崎県庁】 
○所在地：長崎市江戸町 2-13 〒850-8570 
○経緯度：129̊ 52ʹ 25˝ E  32̊ 44ʹ 41˝ N 
○連絡先：095-824-1111（代表） 

【対馬市役所】 
○所在地：対馬市厳原町国分 1441番地 〒817-0022 
○経緯度：129̊ 17ʹ 15˝ E  34̊ 12ʹ 09˝ N 
○連絡先：0920-53-6111（代表） 

 

○総 面 積：4,094.76km2 ○宅地面積：19,173ha 
○人  口：1,478,632人（男 691,444 女 787,188） 
○人口密度：361.1人/km2 ○世 帯 数：553,620世帯 
○平均気温：16.9℃ ○平均湿度：71％ 
○年降水量：1,959.6mm ○平均風速：2.2m/s 
○海岸延長：4,177.26km（自然海岸 2,903.48km） 
○一級河川：1水系 ○二級河川：222水系 
○ごみ排出量：570,662t/年  

 

○総 面 積：708.66km2 ○宅地面積：572ha 
○人  口：38,481人（男 18,678 女 19,803） 
○人口密度：54.3人/km2 ○世 帯 数：14,710世帯 
○平均気温：15.5℃ ○平均湿度：71％ 
○年降水量：2,132.6mm ○平均風速：3.0m/s 
○海岸延長：883.82km（自然海岸 750.43km） 
○一級河川：－ ○二級河川：38水系 
○ごみ排出量：12,688t/年 

1月 
0.2 

4月 
0.1 

7月 
0.1 

10月 
0.1 

1月 
0.3 

4月 
0.4 

7月 
0.2 

10月 
0.2 

2.1 1.2 2.4 2.5 2.7 1.8 2.0 2.0 
流  況 

【129̊ E-32̊ N】 

平 均 流 速 （ﾉｯﾄ） 
最 大 流 速 （ﾉｯﾄ） 
平 均 流 向 （度） 

159 116 165 140 

流  況 
【129̊ E-34̊ N】 

平 均 流 速 （ﾉｯﾄ） 
最 大 流 速 （ﾉｯﾄ） 
平 均 流 向 （度） 

23 52 52 44 
1月 

278.2 
4月 

285.3 
7月 

305.3 
10月 
307.8 

1月 
180.3 

4月 
185.1 

7月 
207.0 

10月 
209.2 

425 423 431 456 273 274 282 311 

潮位差 
【長 崎】 
TP.-272cm 

月 平 均 潮 位 （cm） 
月 最 高 潮 位 （cm） 
月 最 低 潮 位 （cm） 

87 113 132 130 

潮位差 
【対 馬】 

TP.-192.1cm 

月 平 均 潮 位 （cm） 
月 最 高 潮 位 （cm） 
月 最 低 潮 位 （cm） 

80 86 124 114 
1月 

 
4月 

 
7月 

 
10月 

 
1月 

 
4月 

 
7月 

 
10月 

 
        

波  浪 
【 － 】 

最大有義波高 （ｍ） 
平均有義波高 （ｍ） 
最 高 波 高 （ｍ） 

    

波  浪 
【 － 】 

最大有義波高 （ｍ） 
平均有義波高 （ｍ） 
最 高 波 高 （ｍ） 

    
1月 
2.3 

4月 
2.4 

7月 
2.4 

10月 
1.9 

1月 
3.3 

4月 
3.2 

7月 
3.3 

10月 
2.8 

N N SW NE NNW NNW NNW NNW 
風  況 
【長崎海洋】 

平 均 風 速 （m/s） 
最 多 風 向 （－） 
最大風速風向 （m/s･-） 

21.1･SSE 26.9･SE 30.7･SW 22.5･NNE 

風  況 
【厳 原】 

平 均 風 速 （m/s） 
最 多 風 向 （－） 
最大風速風向 （m/s･-） 

18.5･NW 33.2･SSW 22.9･SE 21.0･N 

海岸地形 
【長崎県】 

自 然 海 岸 （km） 
半 自 然 海 岸 （km） 
人 工 海 岸 （km） 

 2,903.48（泥浜127.64 砂質 164.68 岩石889.06 他 1,722.10） 
 573.08（泥浜103.92 砂質 157.67 岩石152.34 他 159.75） 
 698.32（埋立432.57 干拓 14.66 他 251.09） 

海岸地形 
【上県町】 

自 然 海 岸 （km） 
半 自 然 海 岸 （km） 
人 工 海 岸 （km） 

60.36（泥浜 1.55 砂質 2.15 岩石 51.92 他 4.74） 
 0.96（泥浜 0.00 砂質 0.61 岩石 0.35 他 0.00） 
 6.99（埋立 3.95 干拓 0.00 他 3.04） 

漂
着
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
条
件 

代表河川 
【本明川】 

幹川流路延長 （km） 
流 域 面 積 （km2） 
流   量 （m3/s） 

21.0 
87.0 
豊水 1.70 平水 1.03 低水 0.74 

漂
着
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
条
件 

代表河川 
【志多留川】 

幹川流路延長 （km） 
流 域 面 積 （km2） 
流   量 （m3/s） 

1.64 
2.60 

自然的価値 
藻場干潟等分布 
貴重な生物分布 
自然公園等分布 

情報図１－１ 
 〃 １－２ 
 〃 １－３ 

海岸利用 
護岸・構造物・海浜 
港湾・漁港 
産業施設等 

情報図３－１ 

歴史・文化的価値 
史跡・名勝・天然記念物 
自然景観資源 
指定文化財 

情報図２－１ 河川利用 一級河川・二級河川 
流域人口 情報図３－２ 

海
岸
の
価
値 

アメニティ 
自然との触れ合い活動 
観光資源・行事 
海岸ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

情報図２－２ 

社
会
条
件 

地域管理 
港湾区域 
漁港区域 
海岸保全区域 

情報図３－３ 

○特記事項：
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表 4(4) 漂着場の特性 

調査対象地域：⑤－２長崎県対馬市上県町志多留海岸 経緯度：129̊ 18ʹ 20˝ E  34̊ 34
ʹ 05˝ N 

  

海岸の価値 社会条件 

  

自
然
的
価
値 

壱岐対馬国定公園 
国指定天然記念物：御嶽鳥類繁殖地 

海
岸
利
用 

伊奈漁港（志多留地区）（第四種） 

町指定史跡：志多留貝塚 
遺物包含地：志多留遺跡 

歴
史
・
文
化
的
価
値 

志多留風景 
河
川
利
用 

 

  

 
 
 
 
 

 

ア
メ
ニ
テ
ィ 

湊浜海水浴場 
井口浜海水浴場 

地
域
管
理 

漁港海岸保全区域：伊奈漁港 
対馬クリーンセンター： 
処理能力； 焼却 28t/日 
 資源化 21t/日 
 最終処分場 2017年度埋立終了 
対馬市一般廃棄物最終処分場： 
処理能力；2010年度埋立終了 
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3.2 航空機調査 
対馬における漂着ゴミの状況を確認するために、対馬の全海岸を対象に航空機から写真

撮影を行った。撮影は 2007年 9月 26日～27日にかけて実施し、3,884シーンの航空写真
を撮影した。高度約 350m から撮影された写真では、20～30cm のゴミの識別が可能であ
り、流木、漁網・ロープ、ドリフトラインに沿ったゴミ、色つきの人工物などの分布を把

握することができる(図 1)。また、航空写真は、陸側から見通しが効かない浜やアクセス
が困難な浜におけるゴミの漂着状況の把握にも効果的である。 
ただし、流木などのゴミと基質(砂・岩石)の色が同系色の場合にはゴミと基質の判別が

困難な場合がある。また、航空機からの撮影のため、適切な露出を設定することができず、

白系の砂浜ではハレーションを起こすこともある。これらのようにゴミの判別が難しい地

点及びゴミの量が多い地点については、現地踏査を行う予定である。 
ゴミの漂着状況の評価は、最上川 2005ゴミマップ(図 2)において用いられている散乱ゴ

ミの指標評価の手法を参考に、以下の 3段階で評価することを検討中である。 
 
・多 い ：最上川 2005ゴミマップにおけるランク 4以上(図 2参照) 
・少ない ：最上川 2005ゴミマップにおけるランク 2～3 
・ほとんどない ：最上川 2005ゴミマップにおけるランク 0～1 

 
最上川 2005 ゴミマップの作成において用いられた散乱ゴミの指標評価の手法を参考に、
航空写真から得られた漂着ゴミの状況を評価した例をに示す。今後、同評価方法を元に開発

された海岸用の評価手法を参考に、最終的な評価方法を決定する予定である。 
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図 1 航空機写真のサンプル (佐護地区、2007/9/26 撮影)

志多留 

越 高 

佐護地区 
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図 2 最上川 2005 ゴミマップの概要 
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図 2 最上川 2005 ゴミマップの概要 (つづき) 
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図 3 漂着ゴミの現況マップの試作例 

(2007年8月11日撮影の航空写真より作成。海岸線データは第5回海岸線調査(環境省)を参照した。) 

 


